
期待値

期待値 きたいち

 数学上の用語としては、（１）確率密度関数ｆ（ｘ）の確率変数ｘに対しては、ｘｆ（ｘ）ｄｘの
−∞から＋∞までの積分（２）確率空間（Ω、ｐ）上の確率変数ｘに対しては、確率測度ｐに関するｘの
積分を表わす。
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